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第１章 はじめに 

 

１－１ 事業の目的 

 

中部経済産業局（以下、局という）では、平成１７年９月に「中部知的財産戦略本部」

を設置し、平成１８年３月に「中部知的財産戦略推進計画」を策定した。さらに、同計画

が３年経過することから平成２１年５月には「第２期中部知的財産戦略推進計画」が策定

され、地域における第２期の知財戦略が推進されているところである。 

この中で「第２期推進計画における基本方針と具体的施策」では次の５項目が挙げられ

ている。 

 

 １．意欲ある中小企業等への支援 

 ２．企業のグローバル化に対応した支援 

 ３．業種・地域の特性を伸ばす支援 

 ４．ソフトパワー産業への取組に向けた支援 

 ５．地域知財戦略を担う人材の育成 

 

上記５．については既に平成１９・２０年度において、中部地域における「地域におけ

る知財戦略策定支援人材の育成事業」（中部経済産業局委託事業）が実施され、およそ６０

名弱の種々の専門家が“知財支援人材”としてのスキルを習得するとともに、人材間ネッ

トワークを構築した。また、この事業においては、複数の支援人材による企業の知財戦略

策定支援の実効性が認められるに至っている。 

平成２１年度地域中小企業知的財産戦略支援事業「中小企業知財戦略支援モデル調査事

業」（以下、本事業）は、これらの育成された人材を活用し、上記１．にも合致した中小企

業に対する知財戦略策定支援を実施し、企業経営における知的財産戦略の定着促進を図る

とともに、その成功事例の創出により“中部地域の知財マインド・スキルの向上”、ひいて

は“知的財産で、世界に飛躍する中部”の一助となることを目的とした。 
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１－２ 当事業の概要 

 

（１）実施期間 

  全 体：平成２１年４月１７日 ～ 平成 2２年３月１日 

  広報活動：平成 2１年４月 1７日 ～ 平成 2１年６月２９日 

過去２年間に局が実施した「地域における知財戦略支援人材の育成事業」

の修了生（連絡先等に関しては局から提供）をはじめとした支援人材の募

集、知的財産戦略策定を行う支援先企業の募集。 

  企業支援：平成 2１年９月４日 ～ 平成 2２年１月１９日 

この期間に企業支援活動を６～８回にわたり実施した。なお、企業支援の

中間および終了時には、中間報告会および成果報告会を開催し、受講生の

意識統一および情報交換の場を設けた。 

 

（２）事業の概要および実施方法 

 本事業の全体スキームと体制は次のとおり。 

 

 

図１．本事業の流れと体制 
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①広報活動 

 過去２年間に局が実施した「地域における知財戦略支援人材の育成事業」の修了生（連

絡先等に関しては局から提供）をはじめとした支援人材の募集、知的財産戦略策定を行

う支援先企業の募集および本事業の成果を周知した。 

 

②訪問型による企業支援の実施 

1）総括委員会の設置、会議の開催 

本事業全体を監修する委員会を設置し、企業支援の方向性および進捗状況の確認、

成果に対する評価等を行うための会議を年４回開催した。 

2）支援対象企業の選定および支援人材チームの組成 

①の募集結果を受けて、総括委員会は当事業への参画意志をもつ平成１９・２０年

度「地域における知財戦略支援人材の育成事業」の支援人材の中から企業支援人材チ

ーム（以下、支援チーム）のリーダーを選出した。チームリーダー（以下、リーダー）

は事務局と支援対象候補先企業の要望などをヒアリングにより調査し、総括委員会に

報告した。ヒアリングに基づく総括委員会の企業選定の結果を受け、支援先の状況に

応じて弁理士、技術士、中小企業診断士等からなる効果的な支援チームを組成した。 

３）事前説明会・研修の実施 

企業支援の実施にあたっては、支援チームの意思疎通を図るとともに、支援先企業

の要望に添った知的財産戦略策定を行うための各種注意点などを伝達することを目的

に、事前説明会を実施した。また、「地域における知財戦略支援人材の育成事業」を受

講していない支援人材のうち、企業の知財戦略策定支援に係る事前研修を希望する者

に対して、必要な研修（１日程度）を実施した。 

４）企業支援の実施 

企業支援においては 2)で組成した支援チームを支援対象企業に派遣し、それぞれの

企業の状況にあった知的財産戦略策定を支援した。支援チームは企業への派遣ごとに

グループディスカッションを適宜実施し、支援人材間での問題・課題共有と支援内容

の充実を図った。また、支援人材は派遣後にレポートを作成するとともに、リーダー

は報告書の作成を行った。 

企業支援の期間中および知財戦略策定完了後に、企業支援を行っているすべての支

援人材が集まり、中間報告会と成果報告会を実施した。なお、中間報告会および成果

報告会においては支援チーム間で意見交換をし、支援チーム外からの客観的視点によ

る支援内容の見直しを行い、今後の支援活動の参考とした。 

なお、企業支援にあたっては支援チームで対応できない問題が生じた場合、支援チーム

からの要請により、１企業あたり３人回以内で弁護士などの専門家（支援チーム外専門家）

を派遣した。 
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③モデルケース事例の展開 

②のモデルケースについて事例分析を行い、本事業の成果について冊子などに取りまと

め、ワークショップの開催、各支援機関への配布などによる公開を通じて地域に還元した。 

なお、ワークショップについては東海（名古屋）および北陸（金沢）の２回を開催した。

事例集は当事業の支援対象企業１０社を対象に作成し、各支援機関への配布およびワーク

ショップ参加者への配布を行った。 

 

 

１－３ 事業運営体制（事業運営体制・管理体制） 

 

（１）事業運営体制 

 

（２）事業管理体制 

 ①総括委員会 

 ＜目 的＞ 

 本事業全体の方向性を討議し、事業の進め方などの計画を作成する総括委員会を設置

した。各事業の進捗状況を把握するとともに、結果をフィードバックし、よりよい事業

実施ができるようにコーディネートしていくことを目的とした。 

 

＜委員名簿（50 音順・敬称略）＞ 

 委 員 長  桜井 勉   株式会社日本産業研究所 代表取締役 

 委 員  須貝 英雄  ＴＣＴ研究会 代表 

         澄田 牧   株式会社名古屋銀行 営業統括部 部付副部長 

      向山 正一  日本弁理士会東海支部 副支部長（向山宮武特許事務所） 

      渡辺 久士  豊橋技術科学大学 産学連携推進本部 客員教授 

株式会社ベンチャーラボ 

（事務局） 
総括委員会 

ワーキンググループ 

チームリーダー 

進捗状況の 

確認・評価 

募集・連絡 

研修内容報告 

依頼 

協力 

支援チーム 

チーム１ チーム２ チーム３ チーム４ 

チーム６ チーム７ チーム８

チーム５ 

チーム９ チーム１０ 
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 ②ワーキンググループ（ＷＧ）／チームリーダー（50 音順・敬称略） 

 ＜目 的＞ 

本事業において中小企業支援の実効性を高めるため、企業支援活動のコーディネー

ト・進捗管理、および支援内容の確認とフィードバックを行うことを目的として設置し

た。構成メンバーは、弁理士／経営学士１名、弁理士３名、中小企業診断士／技術士１

名、中小企業診断士２名、技術士２名、ＩＴコーディネーター１名であり、企業支援に

おいてはチームリーダーとして活動するものである。 

 なお、当ワーキングメンバーは平成１９～２０年度において「地域における知財戦略

支援人材の育成事業」を受講した受講生である。本年度、ワーキングメンバーおよびチ

ームリーダーとして活動することでさらなるスキルの向上を図り、中部地域の知財戦略

支援人材の中核的な人材となることを狙いとした。 

 

 

＜メンバー名簿（５０音順・敬称略）＞ 

  Ｗ Ｇ 長  須貝 英雄  ＴＣＴ研究会 代表 

  WG メンバー  

秋山 剛 IT コーディネーター ㈱IT ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

今井 豊 弁理士 今井特許知財契約事務所 

大嶋 浩敬 中小企業診断士 大嶋経営提案事務所 

柴田 浩貴 弁理士 上野特許事務所 

髙木 宏一 技術士 髙木技術士事務所 

中島 正博 弁理士 中島国際特許事務所 

春田 要一 技術士 春田技術士事務所 

三上 健一 中小企業診断士  

村山 信義 弁理士／経営学修士 村山特許事務所 

山内 昌彦 中小企業診断士／技術士 (社)中部産業連盟 ISO 事

業部主任ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 

 

 

 

専門家統括 

（WG 長） 

平成１９～２０年度「知財戦略支援人材の育成事業」受講生 
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 ③事業管理者：株式会社ベンチャーラボ 

 

 

 

１－４ 当該事業連絡窓口 

 

  会社名：株式会社ベンチャーラボ 中部支社 

（最寄り駅：ＪＲ名古屋駅） 

  所在地：〒453-0015  

愛知県名古屋市中村区椿町７丁目１番 OVA21 ビル４階 

管理員：小川 幸雄（中部支社長）、吉原 法子（経営企画室） 

 

担当者 

担当者補助・アルバイト

副統括責任者 

（取締役） 

事業進行・進捗管理

（中部支社長） 

経理担当責任者 

（管理部長） 

統括責任者 

（代表取締役） 
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第２章 訪問型企業支援 

 

２－１ 支援人材および支援先企業の募集 

 

 中部経済産業局管内５県（愛知県、岐阜県、三重県、富山県、石川県）を対象に、支援

人材および支援先企業を募集した。 

 

（１）募集対象および募集方法 

①募集対象 

 <支援人材> 

  ・過去２年間に局が実施した「地域における知財戦略支援人材の育成事業」修了生 

  ・中部地域の各種支援機関（６４機関）に所属する人材 

  ・その他各種専門家：特許庁 DB 登録者 

 <支援先企業> 

   ・東海３県（愛知県、岐阜県、三重県）、北陸２県（富山県、石川県）に所在する中

小企業。 

 

②募集方法 

  ・平成１９・２０年度修了生への直接依頼 

  ・各種支援機関への紹介依頼、ＤＭの送付、ホームページ上での公開依頼など 

  ・各種セミナーへの広告配布依頼など 

 

（２）支援人材の募集 

 本事業では、平成１９・２０年度における中部地域の「人材育成」の段階から「企業支

援」に軸足がシフトしているため、知財に関する基本スキルはもとより、企業への訪問支

援（コンサルティング）の経験が求められる。またチームとして円滑な活動を行うことが

できるよう、企業支援にあたっての認識を共有できる人材を活用することが必要である。 

そのため、支援人材募集時には過去２年間に局が実施した「地域における知財戦略支援

人材の育成事業」において、座学研修と派遣研修を受講した修了生を中心に力点を置いて

募集した。また、さらに人材のネットワークの裾の緒を広げるために、同時に各種支援機

関への案内も行った。 

 結果として、募集に応じた支援人材候補の属性は次のとおりである。 
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表１．当事業での支援人材応募者数内訳 

愛知県 １６人 

岐阜県 ４人 

三重県 １人 

富山県 ３人 

○県別内訳 

石川県 ０人 

合計 ２４人 
     

弁理士 ９人 

技術士 ３人 

中小企業診断士 ３人 

特許流 AD・情報 AD ２人 

○資格・属性別内訳 

その他 ７人 

合計 ２４人 
     

H１９受講生 １０人 

H２０受講生 ９人 

○受講内訳 

その他 ５人 

合計 ２４人 

 

 

 上記の表に示すように応募人材２４人のうち、過去２年間の研修修了生 １６人、その他

の人材 ５人（座学による事前研修実施）が、実際の企業支援に参加した。 

 

（３）支援先企業の募集 

 関係支援機関に対する直接広報、局やベンチャーラボホームページへの事業案内掲載・

メールマガジンでの案内および支援機関のネットワーク、または平成１９・２０年度修了

生および企業ネットワークの協力のもとＤＭなどによる募集を行った。 

①中部経済産業局管内５県の関係機関（64 機関）への DM（事業案内・応募用紙）送付 

 （次ページ表２参照） 

②支援機関からの支援を受けた履歴のある企業などを元にリストアップした２７８社へ

の DM 送付 

  ＜内訳＞ 

   愛知県 １３５社 ：従業員数５０名以上、知財を持つベンチャー企業 など 

   岐阜県  ３２社 ：従業員数３０名以上 

   三重県  ４１社 ：従業員数３０名以上、知財を持つベンチャー企業 など 

   富山県  ３６社 ：従業員数３０名以上、知財を持つベンチャー企業 など 

   石川県  ３４社 ：従業員数３０名以上、知財を持つベンチャー企業 など 
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表２．DM 送付先（中部地域５県の支援機関） 

 

 

 以上の募集活動の結果として、支援先候補企業として１４社の企業から応募があった。

地域別内訳としては、愛知県９社、岐阜県２社、三重県１社、富山県１社、石川県１社で

ある。 

 １４社の応募企業について、第１回総括委員会（平成２１年６月２９日）において当初

支援予定企業数である１０社の採択審議を実施した。しかしながら、委員など出席者から

応募企業により記載される「支援要請書」の内容からの判断のみでよいのか、モデル事業

であることから地域性も再度考慮する必要があるのではないか、といった意見が寄せられ

た。 

 そこで、当初事業実施計画では設定していなかったものの、総括委員会の了解を得て、

No. 機関 No. 機関 No. 機関 

1 愛知県産業労働部新産業課 23 日本貿易振興機構 ジェトロ三重 45 愛知県商工会連合会 

2 岐阜県産業労働部産業政策課 24 日本貿易振興機構 ジェトロ富山 46 岐阜県商工会連合会 

3 三重県科学技術振興センター 25 日本貿易振興機構 ジェトロ石川 47 三重県商工会連合会 

4 富山県商工労働部商工企画課 26 愛知県弁護士会 48 富山県商工会連合会 

5 石川県商工労働部産業政策課 27 岐阜県弁護士会 49 石川県商工会連合会 

6 名古屋市市民経済局産業経済課 28 三重県弁護士会 50 弁護士知財ネット中部地域会 

7 （財）あいち産業振興機構 29 富山県弁護士会 51 日本知的財産仲裁センター名古屋支部 

8 （財）岐阜県産業経済振興センター 30 金沢弁護士会 52 東海ものづくり創生協議会 

9 （財）三重県産業支援センター 31 （社）中部経済連合会 53 北陸ものづくり創生協議会 

10 （財）富山県新世紀産業機構 32 北陸経済連合会 54 NPO バイオものづくり中部 

11 （財）石川県産業創出支援機構 33 （財）科学技術交流財団 55 (社)日本技術士会中部支部 愛知県技術士会

12 日本弁理士会東海支部 34 （財）岐阜県研究開発財団 56 (社)日本技術士会中部支部 岐阜県技術士会

13 日本弁理士会北陸支部 35 （財）ソフトピアジャパン 57 (社)日本技術士会中部支部 三重県技術士会

14 （社）発明協会愛知県支部 36 （財）名古屋市工業技術振興協会 58 (社)日本技術士会北陸支部 富山技術士会 

15 （社）発明協会岐阜県支部 37 名古屋市工業研究所 59 (社)日本技術士会北陸支部 

16 （社）発明協会三重県支部 38 ＪＳＴプラザ東海 60 中小企業診断協会 愛知県支部 

17 （社）発明協会富山県支部 39 ＪＳＴプラザ石川 61 中小企業診断協会 岐阜県支部 

18 （社）発明協会石川県支部 40 愛知県中小企業団体中央会 62 中小企業診断協会 三重県支部 

19 中小企業基盤整備機構中部支部 41 岐阜県中小企業団体中央会 63 中小企業診断協会 富山県支部 

20 中小企業基盤整備機構北陸支部 42 三重県中小企業団体中央会 64 中小企業診断協会 石川県支部 

21 日本貿易振興機構 ジェトロ名古屋 43 富山県中小企業団体中央会     

22 日本貿易振興機構 ジェトロ岐阜 44 石川県中小企業団体中央会     
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ワーキンググループメンバー（兼支援チームリーダー）が各社手分けをして、「企業選定ヒ

アリング」を実施することとなった。なお、申込み後ヒアリング実施前に１社から辞退の

連絡があり、実質１３社に対して、平成２１年７月２２日～８月７日にかけてヒアリング

を実施した。 

 本ヒアリングの主旨は企業選定にあるため、統一した「ヒアリングシート」を用い、次

のヒアリング項目に従い対象全社について行った。 

 

＜ヒアリング項目＞ 

 【当事業への適合度について】 

   Ⅰ 企業の熱心度（企業対応者） 

   Ⅱ 企業の要望と当事業目的の合致度 

   Ⅲ 事業成長度 

   Ⅳ その他 

 【企業の知的財産について】 

   Ⅰ 知財の保有・活用状況 

   Ⅱ 知財管理体制 

   Ⅲ 知財教育 

   Ⅳ 当事業で希望する支援内容について 

 【総合コメント】 

   ヒアリング全般に関する考察・評価など（まとめ） 

 

 全社ヒアリング完了後、速やかに事務局にてヒアリング内容を横並びで検討できるよう

に資料整理を行い、平成２１年８月１９日の第２回総括委員会においてこれら資料をもと

に審議を行い、１３社から１１社を選定、訪問型支援を実施することで決議された。なお、

選定後に１社の辞退があり、結果的に当初実施計画どおり１０社に対する支援が実施され

ることとなった。 

 対象となった支援先企業１０社の概要は次表のとおりである。 
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表３．支援企業１０社の概要一覧 

１．愛知株式会社 所在地 愛知県名古屋市 従業員数 １７３人 

主要製品 

事業内容 
鋼性家具、製造販売 

保有知財 保有特許：非公開 

要 望 

・職務発明の活性化策と知財教育の計画策定 

・他社技術動向の分析と研究開発法方針の検討 

・他社の追従を防ぐ、保護方針の検討 

２．株式会社ナベル 所在地 三重県伊賀市 従業員数 １９５人 

主要製品 

事業内容 
各種（光学・医用・工作機械・測定器等）蛇腹製造 

保有知財 

特許権：（国内）保有 13 件、出願 11 件、自社実施 10 件 

実用新案権：（国内）保有 １件 

商標権：（国内）保有 ４件  （外国）保有 ２件 

要 望 特許戦略策定等の支援、活用、及び保護方針の検討 

３．マイウッド・ツー株式会社 所在地 愛知県岩倉市 従業員数 １３人 

主要製品 

事業内容 

圧密木材「つよスギ」 

圧密ムクフローリング、圧密厚貼フローリング、圧密ムク腰板 など 

保有知財 
特許権：（国内）保有 ２件、出願 ９件、自社実施 ６件 

商標権：（国内）保有 １件 

要 望 
他社の事例などを参考に、具体的にノウハウ管理システムの構築を指導していた

だき、技術移転した場合のノウハウを防衛できるシステムとしたい。 

４．株式会社ペイントサービス 所在地 愛知県江南市 従業員数 2２人 

主要製品 

事業内容 

スーパー抗菌コート施工・加工、マンションリニューアル工事、建築塗装工事、

鋼構造物塗装工事、焼付け塗装工場 

保有知財 特許権：（国内）出願 １件 

要 望 
①共同研究や委託研究先との守秘義務等の契約内容や書式について 

②ライセンス契約等の注意事項と内容・書式について 

５．明和工業株式会社 所在地 石川県金沢市 従業員数 ５０人 

主要製品 

事業内容 

農業施設向け環境公害対策装置 

バイオマスエネルギー利活用装置 

保有知財 

特許権：（国内）保有 ２件、出願 22 件 

実用新案権：（国内）保有 ６件 

商標権：（国内）保有 １件、出願 １件 

要 望 事業化と直結するパテント管理運営方法 
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６．豊栄工業株式会社 所在地 愛知県一宮市 従業員数 ６５人 

主要製品 

事業内容 

自動包装機械(医薬品、食品、製菓)、環境機器、自動化機械省力化機械、半導体

関連機械、各種搬送システム 

保有知財 
特許件：（国内）保有 １件 

実用新案権：（国内）保有 ２件 

要 望 事業化に向けた特許評価の支援 

７．株式会社住まい・環境プランニング 所在地 富山県射水市 従業員数 ３人 

主要製品 

事業内容 

・木造在来工法住宅建築工事の設計施工（環境と家計にやさしい省エネ住宅の新

築・増改修工事と省エネリフォーム工事を得意とする） 

・積雪地域にも有効な太陽光発電や雨水など自然エネルギー活用システムの開発

及び販売施工に取り組んでいる 

保有知財 特許権：（国内）保有 ３件、出願 ２件、自社実施 １件 

要 望 

事業化に向けた特許評価等の支援 

・特許取得及び出願中物件の評価 

・ビジネスプラン作成に対する支援 

・ビジネスプランに伴い、かかる費用の算出 

・上記項目に伴う資金調達のアドバイス 

８．株式会社日成電機製作所 所在地 愛知県名古屋市 従業員数 8４人 

主要製品 

事業内容 

産業機械・設備の制御盤、電子回路基板、電気制御回路を含む機械装置、各種検

査装置、通信機器の設計及び製造。板金部品、ワイヤハーネスの製造。 

保有知財 － 

要 望 

開発中の案件に関し、他社知的財産に関する調査を踏まえて開発作業を進めてい

く必要性が生じており、開発状況によっては自社知的財産の確立も視野に入れて

いきたい 

９．株式会社ウェイストボックス 所在地 愛知県名古屋市 従業員数 ５人 

主要製品 

事業内容 

再生素材を使用したエコ製品の企画・販売、付帯する各種コンサルティング事業

カーボントレースサービスの提供 

保有知財 商標件：（国内）出願 ３件、自社実施 ３件 

要 望 
現状のカーボントレースサービスを、ビジネスモデル特許できるように修正リニ

ューアルを行っていきたい 
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１０．清水麗軌 氏 

(NPO 法人デジタル・アーカイブス・アライアンス)
所在地 岐阜県大垣市 従業員数 

３人 

(NPO として)

主要製品 

事業内容 

当 NPO 法人は文化、伝統、地域情報のデジタルアーカイブ化と、その利活用に

関する事業推進を行い、伝統、文化の振興及び発展に寄与することを目的として

いる。主要製品としては、今年度から NPO 事業とは切り分けて会社化を目指し

ている「モザイコ」というコンテント・シリーズ。 

保有知財 商標権：（国内）保有 １件 

要 望 
より大きな市場へ商品を投入していく際、必要と思われる知的財産防衛策に関す

るアドバイスおよびブランド化についての助言。 

 

 

２－２ 訪問型企業支援 

 

（１）支援チームの編成 

①支援先企業に対するチームリーダーの選任 

 本事業における支援先企業に対するチームリーダー（ＷＧメンバー）の選任は、第１回

総括委員会において事務局よりチームリーダー候補（平成１９・２０年度の「地域におけ

る知財戦略支援人材の育成事業」（以下、育成事業）参画者）を１０名推薦し、満場一致で

承認された（メンバー構成は既出１－３（２）②参照）。 

 また、前項で記述したとおり、ＷＧ会議において企業選定ヒアリングの担当者を考慮し

て、下記のとおり選定された企業の担当チームリーダーを割り当てた。 

 

表４．企業担当別支援チームリーダー一覧 

No. 会社名 チームリーダー 

1 愛知㈱ 秋山 剛 ＩＴコーディネーター（㈱IT イノベーション） 

2 ㈱ナベル 春田 要一 技術士（春田技術士事務所） 

3 マイウッド・ツー㈱ 村山 信義 弁理士／経済学修士（村山特許事務所） 

4 ㈱ペイントサービス 中島 正博 弁理士（中島国際特許事務所） 

5 明和工業㈱ 今井 豊 弁理士（今井特許知財契約事務所） 

6 豊栄工業㈱ 高木 宏一 技術士（高木技術士事務所） 

7 ㈱住まい・環境ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 三上 健一 中小企業診断士（㈱ベンチャーラボアソシエイト） 

8 ㈱日成電機製作所 山内 昌彦 技術士・中小企業診断士（(社)中部産業連盟) 

9 ㈱ウェイストボックス 柴田 浩貴 弁理士（上野特許事務所） 

10 NPO)ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱｰｶｲﾌﾞ･ｱﾗｲｱﾝｽ 大嶋 浩敬 中小企業診断士（大嶋経営提案事務所） 
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②チームメンバーの選任 

1)事前説明会の実施 

 支援人材の募集に応募した支援人材候補者に対し、事業内容および支援人材のチーム編

成のための情報提供を行うことを目的として、平成２１年８月２０日午前に事前説明会を

実施した。 

事前説明会では、先に支援対象企業をヒアリング訪問したチームリーダーが支援人材候

補者に対して各社の会社概要や支援要請の内容の説明と質疑応答を行った。それをもとに

支援人材候補者は自ら支援チームに参画するにはどの対象企業が最適かについて検討し、

支援担当希望表に第１～第３候補まで企業名を記載して事務局に提出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．支援担当希望表 

 

平成２１年度中部経済産業局「中小企業知財戦略支援モデル調査事業」 

支援担当希望表 

 

 

 

お名前 

 

支援第１希望  会社名： 

理由： 

 

 

 

支援に係る提案： 

 

 

 

支援第２希望  会社名： 

理由： 

 

 

 

支援に係る提案： 

 

 

 

支援第３希望  会社名： 

理由： 

 

 

 

支援に係る提案： 
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2)支援チーム編成 

 事前説明会終了後、事務局において上記支援担当希望表の集計・資料作成を行い、同日

午後、速やかに第２回ＷＧ会議に諮った。ＷＧメンバーは、担当する企業の特徴や要望を

踏まえ、支援チームの編成作業を行った。編成されたチーム構成は次のとおり。 

 

表５．支援チーム編成表 

会社名 チームリーダー チームメンバー１ チームメンバー２

秋山　剛 加藤　達彦 和田　眞爾

ＩＴコーディネーター
（㈱ITイノベーション）

弁理士
（加藤特許商標事務所）

ﾃﾞｻﾞｲﾝｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
（㈱TFS・ﾃｸﾉ･ﾌﾛﾝﾃｨｱ･ｻﾎﾟｰﾄ）

春田　要一 加藤　英昭 神戸　真澄

技術士
（春田技術士事務所） （元㈱デンソー、元特許情報ＡＤ）

弁理士
（三菱電機ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱）

村山　信義 武山　峯和 林　柾行

弁理士
（村山特許事務所）

弁理士
（武山特許事務所） （三菱重工食品包装機械㈱）

中島　正博 坂井　誠 山田　稔

弁理士
（中島国際特許事務所）

特許管理士
（NPGパテントカフェ）

弁理士
（エール国際特許事務所）

今井　豊 黒木　泰宏 高橋　久雄

弁理士
（今井特許知財契約事務所）

技術士
（元川崎重工㈱、岐阜県中小企業支援センター）

技術士
（富山化学工業㈱・技術部）

高木　宏一 高荒　新一 林　邦明

技術士
（高木技術士事務所）

弁理士
（ｱｸﾄｴｰｽ国際特許商標事務所）

ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽ検索技術者
（ＴＲＩテクノ・技術情報センター）

三上　健一 江口　基 畠中　豊

中小企業診断士
（㈱ベンチャーラボアソシエイト）

弁理士
（ｱｸﾄｴｰｽ国際特許商標事務所）

（畠中環境ｶｳﾝｾﾗｰ事務所、岐阜県知
的所有権ｾﾝﾀｰ特許流通ＡＡＤ）

山内　昌彦 久納　誠司 澤田　高志

技術士・中小企業診断士
（(社)中部産業連盟)

弁理士
（名古屋国際特許業務法人）

弁理士
（ＭＩＴＳＵＫＵＮＩ国際特許事務所）

柴田　浩貴 平井　至 二村　建也

弁理士
（上野特許事務所）

（元リンナイ㈱、あいち知的財産
人材サポーター）

中小企業診断士
（ｵﾌﾟﾄｳﾞｧﾝｶﾞｰﾄ）

大嶋　浩敬 加藤　勝 多賀　久直

中小企業診断士
（大嶋経営提案事務所） （稲葉特許商標事務所 嘱託）

弁理士
（山本国際特許事務所）

愛知㈱

㈱ナベル

マイウッド・ツー㈱

㈱日成電機製作所

㈱ペイントサービス

明和工業㈱

豊栄工業㈱

㈱住まい・環境ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ

㈱ウェイストボックス

清水麗軌 氏
NPO)ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱｰｶｲﾌﾞ･ｱﾗｲｱﾝｽ
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（２）訪問型企業支援 

 各支援チームは支援対象企業に対して次表のように規定の６回以上の訪問による知財戦

略策定支援を実施した。 

 

表６．企業支援活動回数および日程 

支援対象企業名 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回

愛知㈱ 9/7 10/5 10/19 11/9 11/30 12/10

㈱ナベル 9/17 10/2 10/26 11/5 11/18 11/30 12/4 12/14

マイウッド・ツー㈱ 9/10 9/25 10/16 11/5 11/24 12/7 12/21 1/12

㈱ペイントサービス 9/10 10/29 11/6 11/19 11/26 12/1 12/11

明和工業㈱ 9/9 9/19 10/3 10/16 11/14 11/28 12/19

豊栄工業㈱ 9/14 9/29 10/14 10/27 11/10 11/24 12/8 12/22

㈱住まい・環境プランニング 9/4 10/2 10/3 11/13 11/14 12/15

㈱日成電機製作所 9/16 10/6 10/19 11/2 11/26 12/16

㈱ウェイストボックス 9/19 10/8 10/24 11/7 11/28 12/12

清水麗軌
（NPO)デジタル･アーカイブ･アライアンス）

9/9 9/28 10/26 11/28 12/9 2/8

 

 

（３）支援内容と成果 

 支援対象企業に対する支援内容と成果は事例集参照のこと。 

（参考資料：５．事例集参照） 

 

（４）中間報告会・最終報告会アンケート結果 

 支援期間中に支援チームメンバーを集め、中間報告会および最終報告会を実施した。 

  ・中間報告会  平成２１年１０月２８日実施 

  ・最終報告会  平成２２年 １月２９日実施 

（参考資料：４．アンケート集参照） 
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２－３ モデルケース事例の展開 

 

（１）成果事例発表会（ワークショップの目的） 

企業支援後、本事業の成果を中部地域の企業や支援人材に対して広く周知・普及させるための

ワークショップを開催した（東海（名古屋）・北陸（金沢）各１回）。 

題目は両会場とも同様の形式で次のとおり（詳細は２－３（３）参照）。 

① 中小企業における知的財産経営の視点（基調講演） 

② 平成２０年度「地域における知財戦略支援人材の育成事業」参加企業（支援後の知

財経営定着状況について） 

③ 今年度支援企業２社（支援事例発表） 

④ パネルディスカッション（中小企業の知財活用：支援企業と支援担当者の意見交換およ

び質疑応答） 

本ワークショップにより、中部地域の中小企業において知財支援人材の活用・知的財産の活用

が促進され、中部地域の知財経営認識の強化と知財マインドの向上が図られることを狙いとした。

さらに、聴講した中部地域のさまざまな立場の中小企業支援関係者に対して、知財支援の手法例

等を提示することにより、知財支援人材の育成の一助とすることを目的とした。 

 

（２）ワークショップ参加者の募集 

 ワークショップでの講演企業等の決定後、以下の要領でワークショップの案内を広告し、

名古屋会場（東海）、金沢会場（北陸）双方の募集活動を行った。 

①中部経済産業局管内５県の関係機関（64 機関）へのメール案内 

②平成 19、２０年度受講生への案内 

③各種セミナーでのチラシ配布 

④ベンチャーラボ中部支社の関係中小企業へのメール送信  など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３． ワークショップ「知財マネジメントシンポジウム 20１０」広告 
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内容：経営課題に成果を出すための中小企業における知財経営とその支援方法について、基本的な視点や事例をもとに解説します。また、過去の

知的財産支援に関するフォローアップ調査の結果をみながら、知的財産経営を社内で実践・継続するための考え方を提示します。

ビッグカメラ

椿町

椿町北

太閤通口

噴水

名古屋駅

代々木
ゼミナール

チサンイン
名古屋

信用組合
会館

ｍｉｎｉｓｔｏｐ

松坂屋

名鉄
名古屋

名古屋ビジネスセンター

名古屋駅

◆ 知的財産マネジメントシンポジウム プログラム
参加費参加費

無料無料

Tel：052052--452452--55557777 Fax：052052--452452--55915591 E-mail：cc--chizai@venturelabo.co.jpchizai@venturelabo.co.jp

ＦＡＸ

名古屋
・

金沢

出席会場
（出席会場に○）

E-mail

ＴＥＬ
〒

ご住所

ご氏名役職
所属
機関

■中部経済産業局主催「知財マネジメントシンポジウム」への参加を申し込みます。

知財戦略ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事例（H21参加企業）②15:50

（ 休 憩 10分間）15:10

中小企業の知財活用とは

パネルディスカッション
講師： ＴＣＴ研究会 須貝 英雄 氏

16:20

知財戦略ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事例（H21参加企業）①15:20

開会挨拶13:30

16:50

14:30

13:40

平成２０年度参加企業講演

鍋屋バイテック会社 代表取締役 金田 光夫 氏
（伝動・制御機器、機械要素部品の製造・販売）

閉会挨拶

基調講演：中小企業における知的財産経営の視点

土生特許事務所（弁理士）
土生 哲也 氏

題 目

名古屋（２月９日） 金 沢（２月１６日）

会場へのアクセス

知財戦略ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事例（H21参加企業） ②15:50

（ 休 憩 10分間）15:10

中小企業の知財活用とは

パネルディスカッション
講師： ＴＣＴ研究会 須貝 英雄 氏

16:20

知財戦略ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事例（H21参加企業） ①15:20

開会挨拶13:30

16:50

14:30

13:40

平成２０年度参加企業講演

㈱ｶﾛｯﾂｪﾘｱｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾊﾞｲｵ研究所 所長 竹田 和則 氏
（商社（自動車・輸送機器） , メーカー(化学) ）

閉会挨拶

基調講演：中小企業における知的財産経営の視点

インクタンク・ジャパン株式会社
代表取締役 塚越 雅信 氏

題 目

名古屋会場：ＴＫＰ名古屋ビジネスセンター 大会議室８
愛知県名古屋市中村区椿町1-16 井門名古屋ビル7F

北陸自動車道

浅
野
川

金沢流通会館

問屋町中央

北國銀行

直江町

問屋町
西口

三
口
駅

割
出
駅

浅
野
川
中
中
学
校

諸江町下丁

問屋町問屋町
緑地

問屋町南

問屋神社

金沢会場：金沢流通会館
石川県金沢市問屋町2-61

中部経済産業局 「中小企業知財戦略支援モデル調査事業」 事務局
㈱ベンチャーラボ 「知財マネジメントシンポジウム」担当：小川、吉原

お申込み・お問合わせ

高島屋

名古屋マリオット
アソシアホテル

※基調講演内容
主題：中小企業における知的財産経営の視点 ～経営に貢献する知財活動の実践～
内容：経営課題に成果を出すための中小企業における知財経営とその支援方法について、基本的な視点や事例をもとに解説します。また、過去の

知的財産支援に関するフォローアップ調査の結果をみながら、知的財産経営を社内で実践・継続するための考え方を提示します。

平成平成２２１年度中部経済産業局「中小企業知財戦略支援モデル調査事業」１年度中部経済産業局「中小企業知財戦略支援モデル調査事業」

知恵知恵と権利権利とノウハウノウハウ
上手に使い分けて経営力経営力UP!!UP!!

名古屋会場：名古屋会場： ２月２月 ９９ 日日 （火）（火）１３：３０～１３：３０～

金沢会場金沢会場 ：： ２月１６日２月１６日（火）（火）１３：３０１３：３０～～

●中部経済産業局 産業技術課 特許室
●中部知的財産戦略本部

申込み・お問い合わせはチラシの裏をご参照ください。

平成２１年夏から中部地域の中小企業に対して、当地域の専門家がチームを組み、知
財戦略策定支援を行ってまいりました。今回はその成果事例の報告と、基調講演を通し
て、貴社経営における知財マネジメント導入促進の情報提供をいたします。

参加費
参加費無料

無料

平成平成２２１年度中部経済産業局「中小企業知財戦略支援モデル調査事業」１年度中部経済産業局「中小企業知財戦略支援モデル調査事業」

知恵知恵と権利権利とノウハウノウハウ
上手に使い分けて経営力経営力UP!!UP!!

名古屋会場：名古屋会場： ２月２月 ９９ 日日 （火）（火）１３：３０～１３：３０～

金沢会場金沢会場 ：： ２月１６日２月１６日（火）（火）１３：３０１３：３０～～

●中部経済産業局 産業技術課 特許室
●中部知的財産戦略本部

申込み・お問い合わせはチラシの裏をご参照ください。

平成２１年夏から中部地域の中小企業に対して、当地域の専門家がチームを組み、知
財戦略策定支援を行ってまいりました。今回はその成果事例の報告と、基調講演を通し
て、貴社経営における知財マネジメント導入促進の情報提供をいたします。

参加費
参加費無料

無料



 18

（３）ワークショップの実施 

 今年度の本事業ワークショップは東海、北陸の２ヵ所で開催した。 

 また、平成２１年度特許庁事業「地域中小企業知財経営基盤定着支援事業」の委員である土方

哲也氏（名古屋会場）、塚越雅信氏（金沢会場）にそれぞれ基調講演をお願いした。特に今年度

の事業成果についての解説の中で、中小企業の知財戦略支援に関するこれまでの取り組み、支援

人材の育成と知財活用モデル事例の創出時期から「知的財産経営」を“定着”させる段階である

ことを共通の講演内容として解説された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         （参考：塚越雅信氏講演資料より） 

 

図４．知財経営定着の考え方 
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知的財産活動を
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定着定着

知財経営の定着の考え方（本年度作成された定着モデル）

自社における知財活動の目的・位置付けが明確になり、

（←そのためには、知財の実効性や多様な活かし方を知ることが必要）

知財活動を実践する仕組み（組織や業務フロー）ができあがることで、

（←そのためには、知財制度の基礎的な理解が必要）

「定着」する。
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＜名古屋会場（東海）＞ 

 名 称：知財マネジメントシンポジウム２０１０ 

 日 時：平成 2２年２月９日（火） 13:30～17:00 

 場 所：愛知県名古屋市中村区椿町 1-16 井門名古屋ビル 7F 

       ＴＫＰ名古屋ビジネスセンター 大会議室８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図５．名古屋会場ワークショップ風景 

 

 

ププ ロロ ググ ララ ムム 

１３：３０～  開会挨拶 

１３：４０～ 

基調講演 

中小企業における知的財産経営の視

点 ～経営に貢献する知財活動の実践～ 

土生特許事務所 

  代表 土生哲也 氏 

１４：３０～ 

平成２０年度参加企業講演 

鍋屋バイテック会社 

 代表取締役 金田光夫 氏 

１５：１０～１５：２０  休憩 

１５：２０～ 

平成２１年度参加企業講演 ① 

株式会社ウェイストボックス 

  代表取締役 鈴木修一郎 氏 

１５：５０～ 

平成２１年度参加企業講演 ② 

株式会社ナベル 

  営業技術部部長代理 山下将史 氏 

１６：２０～ 

パネルディスカッション 

 

（進行：ＴＣＴ研究会 須貝英雄 氏）

＜企業＞ 

 ㈱ウェイストボックス  鈴木社長 

 ㈱ナベル      山下部長代理 

 

＜人材＞ 

 柴田浩貴 氏 （弁理士） 

 春田要一 氏 （技術士） 
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＜金沢会場（北陸）＞ 

 名 称：知財マネジメントシンポジウム２０１０ 

 日 時：平成 2２年２月１６日（火） 13:30～17:00 

 場 所：石川県金沢市問屋町 2-61  金沢流通会館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

図６．金沢会場ワークショップ風景 

 

（４）ワークショップアンケート結果 

それぞれの会場におけるワークショップ聴講者の意見等についてはアンケート結果参照

のこと。                    （参考資料：４．アンケート集参照） 

ププ ロロ ググ ララ ムム 

１３：３０～  開会挨拶 

１３：４０～ 

基調講演 

中小企業経営に役立つ知財戦略コン

サルティングのエッセンス 

～これまでの取り組みから知財経営の定着

に向けて～ 

インクタンク・ジャパン㈱ 

 代表取締役 塚越雅信 氏 

１４：３０～ 

平成２０年度参加企業講演 

株式会社カロッツェリアジャパン 

 バイオ研究所 所長 竹田和則 氏 

１５：１０～１５：２０  休憩 

１５：２０～ 

平成２１年度参加企業講演 ① 

明和工業株式会社 

 代表取締役 北野 滋 氏 

１５：５０～ 

平成２１年度参加企業講演 ② 

マイウッド・ツー株式会社 

  製造マネージャー 伊藤隆行 氏 

１６：２０～ 

パネルディスカッション 

 

（進行：ＴＣＴ研究会 須貝英雄 氏）

＜企業＞ 

 明和工業㈱    北野社長 

 マイウッド・ツー㈱ 伊藤マネージャー 

 住まい・環境プランニング㈱ 堀川社長 

＜人材＞ 

 高橋久雄 氏 （技術士） 

 村山信義 氏 （弁理士） 

 三上健一 氏 （中小企業診断士） 
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第 3 章 事業推進の検証・評価 

 

３－１ 総括委員会実施内容 

 

 平成 2１年６月～平成 2２年２月にわたり、総括委員会を全４回下記の内容で実施した。 

 

（１）第 1 回総括委員会 

日 時：平成 2１年６月２９日（月）15:00～17:00 

場 所：㈱ベンチャーラボ 中部支社会議室 

出席者：[委員長] 桜井氏 [委員] 澄田氏、向山氏、渡辺氏、須貝氏（ＷＧ長） 

    [中部経済産業局] 地域経済部産業技術課 松岡課長、特許室高橋室長、長村係長 

    [事務局] ㈱ベンチャーラボ 小川、吉原 

主な議題：１．中部経済産業局 地域経済部 産業技術課 松岡課長ご挨拶 

２．参加委員紹介 

３．総括委員会委員長選出、委員長ご挨拶 

・事務局より㈱日本産業研究所 桜井氏を推薦 ⇒満場一致で承認。 

４．事業の実施内容（概要） 

（事務局より下記を説明） 

・事業概要 

・スケジュール   など  

     ５．事業実施にあたっての留意点など 

         ⇒本事業の目指すところ等について高橋室長より説明 

     ６．支援チームリーダーの選出 

       ・事務局よりチームリーダー候補（平成１９・２０年度の「地域における

知財戦略支援人材の育成事業」（以下、育成事業）参画者）１０名を推薦。 

         ⇒満場一致で承認。 

     ７．支援対象企業の選定 

       ※支援対象企業について、本委員会において１０社の選定を行った。しか

しながら、実際の審議においては、企業より提出された資料内容の不備

による支援依頼内容の不明確性や、選定地域のバランスの問題、時間的

制約など種々の要因から選考判断が難航した経緯があった。 

後日事務局にも、選考には慎重を期すべきではないかとの意見も寄せ

られ、急遽、「企業選定ヒアリング」を実施することを提議し、各位委員

個別持ち回りにより承認された。これにより、「２－１（３）支援先企業

の募集」で述べたように、ＷＧメンバーによる募集企業全社に対する企

業選定ヒアリングを実施することとなった。 
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図７．第１回総括委員会開催風景 

 

（２）第 2 回総括委員会 

日 時：平成 2１年８月１９日（水）1３:00～1５:00 

場 所：㈱ベンチャーラボ 中部支社会議室 

出席者：[委員長] 桜井氏 [委員] 澄田氏、向山氏、渡辺氏、須貝氏（ＷＧ長） 

    [中部経済産業局] 地域経済部産業技術課特許室高橋室長、長村係長 

    [事務局] ㈱ベンチャーラボ 小川、吉原 

主な議題：１．委員長挨拶 

      ・今回の委員会召集の趣旨について 

        ⇒前回の総括委員会での企業選定では、時間的な制約もあり審議が尽

くせなかったところがあった。そのため、支援チームリーダーが実

際に企業に対してヒアリングを行い、当事業への適合性や知財レベ

ルを定量化したものを選定案として作成した。今回の総括委員会で

は前回までの議論も含めて、企業の選定を実施する。 

２．支援対象企業の選定 

  ・事務局より支援対象企業の選定に係るヒアリング結果の説明後、選定に

ついて審議した。 

３．選定結果等まとめ 

 

図８．第２回総括委員会開催風景 
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（３）第 3 回総括委員会 

日 時：平成 2１年１１月６日（金）1４:00～1６:00 

場 所：㈱ベンチャーラボ 中部支社会議室 

出席者：[委員長] 桜井氏 [委員] 澄田氏、向山氏、渡辺氏、須貝氏（ＷＧ長） 

    [中部経済産業局] 地域経済部産業技術課特許室長村係長 

    [オブザーバー]  

全体委員会委員 

      稲葉特許商標事務所 所長 弁理士 稲葉民安氏 

      信託銀行員 中小企業診断士 増田忠史氏 

     全体委員会事務局 

      みずほ情報総研㈱ 社会経済コンサルティング部 マネジャー 大内邦彦氏 

    [事務局] ㈱ベンチャーラボ 小川、吉原 

主な議題：１．総括委員会委員長ご挨拶 

２．全体委員会事業のご紹介 

  ・大内氏より全体委員会の活動状況紹介 ⇒意見交換 

３．事業の進捗・今後のスケジュール等説明（㈱ベンチャーラボ） 

    ⇒進捗状況に対する検証・所感など 

４．プロジェクト全般へのご意見・アドバイス（各委員）  

    ⇒検証・所感、意見交換 

  

図９．第３回総括委員会開催風景 

 

（４）第 4 回総括委員会 

日 時：平成 2２年２月５日（月）1４:00～1６:00 

場 所：㈱ベンチャーラボ 中部支社会議室 

出席者：[委員長] 桜井氏 [委員] 澄田氏、向山氏、渡辺氏、須貝氏（ＷＧ長） 

    [中部経済産業局] 地域経済部産業技術課 松岡課長、特許室高橋室長、長村係長 

[オブザーバー]  

全体委員会委員 
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      信託銀行員 中小企業診断士 増田忠史氏 

    [事務局] ㈱ベンチャーラボ 小川、吉原 

主な議題：１．事業の進捗・スケジュール等説明 

・事務局より説明 ⇒検証・所管 

２．成果報告会および事例集（案）に関する報告 

  ・事務局より事例集（案）の提議 ⇒記載内容、体裁等について審議 

３．支援チーム派遣企業へのアンケート内容について 

  ・事務局よりアンケート（案）の提議 ⇒質問項目等について審議 

４．ワークショップについて 

  ・事務局よりワークショップ開催について、企画内容および聴講募集状況に

ついて説明 ⇒所感、意見 

５．プロジェクト全般へのご意見・アドバイス（各委員）  

   ⇒事業全体に関する総括・検証、所感、次年度以降の取り組みに対する

意見 

  

図１０．第４回総括委員会開催風景 

 

 

３－２ WG 実施内容 

 

（１）第 1 回 WG 

日 時：平成 2１年７月１６日（木） 1５:00～1７:00 

場 所：㈱ベンチャーラボ 中部支社会議室 

出席者：[WG 長] 須貝氏  

[WG メンバー] 秋山氏、今井氏、大嶋氏、柴田氏、髙木氏、中島氏、春田氏、

三上氏、村山氏、山内氏 

    [中部経済産業局] 地域経済部産業技術課特許室高橋室長、長村係長 

    [事務局] ㈱ベンチャーラボ 小川、吉原 

主な議題：１．事業の実施内容（概要）（㈱ベンチャーラボ） 
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・事業概要/スケジュール 

・企業選定ヒアリングについてなど 

２．ヒアリング担当企業の決定 

３．事業および企業支援のあり方について（説明/意見交換）  

 

  

図１１．第１回ワーキンググループ開催風景 

 

（２）第 2 回 WG 

日 時：平成 2１年８月２０日（木） 1３:３0～1５:00 

場 所：㈱ベンチャーラボ 中部支社会議室 

出席者：[WG 長] 須貝氏  

[WG メンバー] 秋山氏、今井氏、大嶋氏、柴田氏、髙木氏、中島氏、春田氏、

三上氏、村山氏、山内氏 

    [中部経済産業局] 地域経済部産業技術課特許室高橋室長、長村係長 

    [事務局] ㈱ベンチャーラボ 小川、吉原 

主な議題：１．支援担当者決定 

２．支援チーム編成 

  

図１２．第２回ワーキンググループ開催風景 
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（３）第 3 回 WG 

日 時：平成 2１年１０月２８日（水） 1０:００～1２:00 

場 所：㈱ベンチャーラボ 中部支社会議室 

出席者：[WG 長] 須貝氏  

[WG メンバー] 秋山氏、今井氏、大嶋氏、柴田氏、髙木氏、中島氏、春田氏、

三上氏、村山氏、山内氏 

    [中部経済産業局] 地域経済部産業技術課特許室高橋室長、長村係長 

    [事務局] ㈱ベンチャーラボ 小川、吉原 

主な議題：１．企業支援中間報告 

２．その他 

 

 

図１３．第３回ワーキンググループ開催風景 

 

 

（４）第 4 回 WG 

日 時：平成 2２年１月２９日（金） 1０:００～1２:00 

場 所：㈱ベンチャーラボ 中部支社会議室 

出席者：[WG 長] 須貝氏  

[WG メンバー] 秋山氏、今井氏、大嶋氏、柴田氏、髙木氏、中島氏、春田氏、

三上氏、村山氏、山内氏 

    [事務局] ㈱ベンチャーラボ 小川、吉原 

主な議題：１．企業支援成果報告 

       ⇒質疑応答 

２．ワークショップについて 
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図１４．第４回ワーキンググループ開催風景 

 

 

３－３ 支援人材および支援先企業の募集に関する意見・所感 

 

 総括委員会における審議内容、支援人材の登録時に収集したコメント、支援先候補企業

の支援要請書の内容から、支援人材および支援先企業の募集に関する意見・所感をまとめ

ると以下のとおりとなっている。 

 

（１）支援人材募集 

○チームリーダーの選任と役割について（第１回総括委員会） 

 ・チームリーダーは１９、２０年度において育成事業に参加した人材。 

・当事業は企業支援に注力するため、経験と意欲のある方を推薦している。 

・チームリーダー全員が集合し、企業支援開始～終了にかけて４回ＷＧを開催すること

によって企業支援への意識統一等を図り、円滑な支援が行える体制としている。 

・単なる窓口ではなく、①企業支援全体のマネジメント、②企業の実情に応じた人材の

コーディネート、③および企業との連絡調整を行う。 

・基本的な役割としては、前年度までの育成事業におけるチームリーダーの役割と同様。 

○支援チーム編成に臨むための支援人材募集に対する考え方（第１回総括委員会） 

 ・チームメンバー候補者については、総括委員会までに育成事業に参加した人材や支援

機関等に声をかけて募集済み。そのため、この総括委員後に新たな募集は行わず、こ

れまでの登録人材を支援チームメンバーとして活動いただく。 

・成果を創出するという目的から、人材についても新規の人材募集は大々的に行ってい

ない。経験のある方にプロとしてコンサルティングを行っていただく。 

・新規の参加メンバーについては、他のチームメンバーにカバーできる能力を持つ方を

配置する。 

・支援チームのメンバーとして活動する登録人材には、今年度から新規に参加する者も

いる。育成事業において行った座学研修のようなものの代わりとなる研修は設定され
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ているのか。そのような研修がない場合、登録人材の活用に影響はないか。 

  ⇒新規に参加する人材については中部地域の知財支援の幅を広げることを目的に、

育成事業で活動された人材の方から紹介いただいた。これについては事前説明会

の後、企業支援開始前に事前研修会を行い、企業支援にあたっての考え方・知識

などのフォローを行う。 

 

○支援人材応募者の支援にあたっての熱意・意気込み（人材登録用紙コメントより） 

 ・中小企業は、知財部門の人材が薄く、知財をテコとした事業展開において十分に強み

が発揮できていないケースが多い。企業在職時に経験した新製品の開発や、その後多

くの企業を見たりコンサルティングを行ったりした経験を、今後の企業支援に役立て

たい。 

 ・これまで中部経済産業局による知財関連事業には、２回(一昨年および昨年)参加させて

いただきましたが、いずれも活動期間が短く、また私の経験も浅かったこともあり、

支援先企業には満足していただけてはいるものの、私個人としては中途半端な状態で

支援活動を終了せざるをえない感がありました。今回は、是非とも、やり遂げた達成

感を得られるものにしたいと思います。 

 ・侵害事件に関しては訴訟に至らない解決を目指したいが、仮に訴訟に至った場合には

弁護士と共に訴訟活動を行う。特許に係わる事業の収益性・事業の安全性などについ

て評価能力を持つ専門家と共同作業が可能であれば特許の経済的評価を実施したい。 

 ・過去に、知財コンサルという形での支援をしたことはありませんが、実質的に知財全

般に亘って広く中小企業に対してアドバイスを行っており、自分の経験から企業にと

って少しでも役に立つことができれば、よいと思います。 

 

（２）支援先企業募集 

○応募された支援先候補企業について（第１回総括委員会） 

 ・育成事業と比較して本事業では自発的に申し込んできている企業が多い。何らかの問

題意識を持った上で当事業へ応募しているよう。一方、当事業は無料の知財戦略策定

支援であるため、支援を受けるにあたり、自社で取り組む姿勢が弱い企業も応募して

きている可能性がある。また、社長の知らないところで応募してきている企業も存在

する可能性もある。 

・選定企業の中には、当事業での成果導出が難しいのではないかと考えられる企業もあ

る。 

・支援チームが企業に訪問して実際にヒアリングした際に、事業の趣旨と企業の要望が

異なるという場合もあるのではないだろうか。 

・採用企業の中には、技術転用で新規事業創出向けの企業もある。 
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 ○応募された支援候補先の知的財産に対する経営トップの考え方（支援要請書より） 

 ・従来、弊社は顧客からの受託設計製作の業務が中心であったが、現下の景気低迷によ

る大口顧客からの受注が激減に際し、技術的強みを明確にした受注獲得体制の確立が

急務である。しかし、現状、知的財産として権利化できているものが無く、自社の強

みが明確になっていない。これまでの受託設計製作経験の中から、強み・財産に育ち

うる種＝可能性を見出していくための考え方・取り組み方のヒントがつかむことで、

今後、弊社が独自技術を売り物とした受注活動、さらには独自技術を生かした自社製

品の開発・販売を中心とする企業経営につなげて行くためのきっかけとしたいと考え

ている。 

・知財を所有し、有効的に活用することで、少数精鋭によるスリムな経営を目指したい。 

 ・当社は、製販備えたブランドを持つメーカーとしては規模の小さい会社といえるが、

その中でバブル崩壊以降の苦境を乗り越えてきたのは、教育施設市場に特化した優れ

た製品と技術開発が先行しているものと自負している。それゆえ、大手メーカーの主

力とするオフィス市場が伸び悩む昨今、他社の教育市場への参入、追従には厳しいも

のがある。大手の開発競争においては、良くも悪くも、真似される側であることが明

白で、ますます知財の戦略的な活用を高度化する必要に迫られている。本事業をとお

して大手と戦う武器としての知財戦略を習得したい。 

 

○支援先企業選定に関する意見（第２回総括委員会） 

・今回の委員会での企業選定の前に企業にヒアリングに行った事が大きく、非常に参考

になった。 

・選定表はあくまでも参考値として使用した（企業の状況や報告内容から見ると、なか

なか良いものになっていると考える。しかし、企業選定にあたって従業員数（支援チ

ームへの対応者）が大きな問題になった。そのため、選定表の点数の項目に従業員数

の項を入れた方が選定基準として使用しやすいと思われる）。 

 ・支援事業ということを考えると、点数が高すぎる企業に対して支援を行うことについ

ては疑問が残るが、それはまだまだ議論を深めなければならないところ。 

・今回応募された企業は規模・能力ともにばらつきが大きい。モデルとして使用しやす

いパターンが限られる可能性もある。 

⇒Before、After の部分で重点項目、目標に対する成果検証を。 

 

 

３－４ 訪問型企業支援に関する検証・評価 

 

 総括委員会における審議内容から、訪問型企業支援に関する検証・評価をまとめると以

下のとおりとなっている。 
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（１）支援チームについて 

○支援チーム編成の考え方について（第１回総括委員会） 

・企業の要望によっては、支援チームに配置されるメンバーと配置されないメンバーが

出てくることもありえる。メンバー登録時の説明（要項）にもその旨を記載している。 

・支援状況等により、チーム編成の変更もありうる（チーム間でのメンバー変更・チー

ムに参加していないメンバーとの変更など）。 

・メンバー変更や企業とのやりとり等において事業実施に問題が生じた場合には、ＷＧ

およびＷＧ長を主体として事務局や支援チーム外専門家等で対応していく。 

・企業‐人材のマッチングについては、地域内で人材を賄うことができることが望まし

いが、「企業支援」に重きをおくため、地域性よりも人材の特性と企業の課題・属性を

優先的に考慮して行う。 

・企業支援においては、支援のためのヒアリングまでに詳細な情報を入手し、課題や支

援メニューについて仮説を立てておくことが望ましい（ヒアリングまでにチーム内で

支援メニューの概略ができている状態）。これができていなければ、訪問の１回目～２

回目は空振りしてしまう恐れがある。 

 ※ヒアリングまでに企業の課題を想定し、それに対する解決策の見込み・到達点を立

てておく。 

⇒応募のあった企業から支援要望等の概略を入手している。また、チームリーダー

の方はこれまで経験しており、ＷＧで再度、意識統一を徹底する。 

 

○支援チーム編成とチーム活動について（第３回総括委員会） 

・チーム編成を進める上で、衝突はなかったか。 

⇒チームリーダーおよび支援人材の希望とその理由を聞き、また各人材の専門を聞

いて編成を行ったため、そこまで問題は出なかった。 

⇒希望については第１希望～第３希望までをとり、マトリクス状にして、ＷＧにお

いて議論の上で支援チーム編成を行っているため円滑にチーム編成ができた。 

 ・昨年度、「支援チーム内での意思疎通が不十分で企業支援に支障が出た」という事例が

あったため、今回はそのようなことはないか。 

⇒全訪問回数の中でリーダーとしての役回りや、マップ作成、契約関連や経営関係

などについての分担などについては適材適所の配置になってしまう。そのため、

人によってはもっと支援に参加したい方もいるかもしれない。ただ、そこはあく

までも企業支援として、ということで了解をお願いしている。これまでは、その

ような（支援活動に支障が出た）というような事例は事務局には挙がってきてい

ない。 
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（２）支援先企業について 

○「定着」という観点での支援先企業に対する所感（第３回総括委員会） 

・全体委員会からの報告で、知的財産活動の「定着」という話が出た。「定着」という観

点で今回の支援対象企業を見ると、定着の段階という言葉が適用できる企業が数社程

度。他企業はこれからという段階ではないだろうか。 

・「定着」という概念を私なりに適用するならば、知財レベル４ではないかと考える。こ

のレベル４の段階まで到達するには、改善を進めつつ継続して知財活動を行わなけれ

ばならないため、この事業では無理だと考える。つまり、当事業が終わったあとも継

続してフォローアップをしていく必要がある。 

・私が以前担当した企業は、現在も継続して有料でコンサルティングを行っている。そ

の企業はレベル２～３から出発して、このほどようやくレベル４に達するまでになっ

た。ただ、それまでは毎年その企業に行って指導を行い、企業側も熱心に活動してき

た。それがあって、毎回レベルアップが図られてきた。 

・レベル上位の企業については、これまでやってきた取り組みを改善していくという段

階だが、他の企業はこれからスタートというものが多い。 

・「定着」についてはこれから議論がさまざま出てくると思うが、どういうことを「定着」

というのか、どのような企業に「定着」という言葉を使うかについては、知財活動の

初歩の企業が多いため気をつけなければならない。私の考えでは、レベルが１⇒２⇒

３⇒４と上がり、レベル４の段階で初めて「定着」という言葉を使えるのではないか。 

・多くの企業が知財活動の第１年次ではないかと感じている。３月までは本格的な知財

活動を始める手前で、それに向けての準備としては、２つ。１つは「これからどのよ

うに展開していくのか」という戦略的なロードマップのようなものをつくる。２つめ

は３月までに「具体的な成果物をだす」ということ。 

・「具体的な成果物」というのは、例えば「検索ができるようになる」のように、企業に

喜ばれるような成果物を何か１つでも作るということ。 

・短期的・長期的な両視点での支援を行うよう、当事業を勧めている。 

ａ．短期的「具体的な成果物」 

ｂ．長期的「ロードマップ」：支援対象企業が支援を通じてレベルアップし、これか

ら伸びていくにはどうすればいいか、という方向性を示すもの。この事業が終わ

ったあとも、企業が継続してやっていくことが必要。 

・このように、各企業に「定着」させるには長期にわたって支援が必要。ただ、その場

合国のお金を使って一つの企業を支援していくことが果たしてよいのかどうか、幅広

い企業を支援できなくなるのではないか、という議論も生じてくる。 

・今回の対象企業１０社についてはレベルもさまざまであるため、上記のようなことを

考慮しながら支援を進めている。 
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表７．知的財産のレベル分け 

 

 

 

３－６ 事業全体に関する検証・評価 

 

総括委員会における審議内容から、事業全体に関する検証・評価をまとめると以下のと

おりとなっている。 

 

○本事業の目指すところ（第１回総括委員会） 

 ・知財戦略策定支援の成功事例の創出 

・知財コンサルティング事業の普及（将来有料のサービス事業として成り立つよう） 

・中部知的財産戦略推進計画での当事業等説明 

⇒当事業は、第２期中部知的財産戦略推進計画の具体的な施策において、(1)意欲あ

る中小企業への支援 ②環境・エネルギー等の技術を活かし海外展開を進める企業

に対する重点化支援および③きめ細かな支援プログラムの体系的整備と支援の拡

充に位置している。これらを踏まえ、環境・エネルギーの海外展開や新規事業に

取り組んでいる企業等を知財の面からもこのようなモデル事業で応援していきた

い。 

 

○成功事例の創出について（第３回総括委員会） 

 ・当事業は人材育成ではなく、企業支援であり、成功事例を出さなければならない。特

に注力するテーマは出てきたのか。 

   ⇒まだその段階ではないと考える。上位については可能性があるが。 
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   ⇒知財マインドの定着では期待できそう。１０社すべては難しいかもしれないが、

問題は「知財が経営に活かされていく」ということがうまく定着していけばよい

と考える。この回数では定着できるかどうかは分からないが、意識自体は確実に

変わっていくはず。上位２社は既にあるようではあるが。 

⇒マインドが定着すれば、経営者が「ヒト・モノ・カネ」の資源の再配分を変えて

いく、ということになる。それが一番大きい。 

⇒それをしっかり根付かせることが、「入り口」としてのこの事業で重要なことと考

える。 

⇒中小企業については、経営者の知財認識・マインドを高めることが、今後の「定

着」につながっていくと考える。その「定着」つながる意識を根付かせることが

重要。 

 ・当事業おいては、「知財戦略策定に意欲ある中小企業」、「環境・エネルギーの技術を活

かして海外展開を計っていきたいという企業」という企業を対象としていたが、両方

を加味している企業はあるか。 

   ⇒「環境・エネルギー技術」および「海外」の両方を備えている企業は今回はない。

来年度以降に期待。 

・知財コンサルティング事業の普及（将来有料のサービス事業として成り立つよう） 

・中部知的財産戦略推進計画での当事業等説明 

⇒当事業は、第２期中部知的財産戦略推進計画の具体的な施策において、(1)意欲あ

る中小企業への支援 ②環境・エネルギー等の技術を活かし海外展開を進める企業

に対する重点化支援 
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第４章 総合考察 

 

４－１ 事業運営について 

 

今年度から初めて支援人材育成の軸足から企業支援に移行し、当然のごとく支援先企業

の支援要請に対して、着実な成果を残すことを主眼とした活動を心がけつつ事業運営を行

った。着実な成果とは「知的財産経営」に向けた戦略策定支援を最適なチーム編成で実施し、

支援後も企業自らが知的財産経営に目覚め、実践するいわゆる“定着”を目指すことに他ならな

い。また、この支援ロードマップを事例として取り上げ、広く地域社会に還元することで中部地

域全体の知財マインド向上を図ることを使命として事業運営に取り組んだ。 

事業効果目標としては次の３点をあげた。 

①企業への効果目標 

中小企業自身が企業経営における知的財産戦略の重要性を認識し、知財マインドと

スキルの定着・向上が促進される。 

②支援人材・機関への効果目標 

支援チームによって中小企業の知的財産戦略策定を支援することで、人材間のネッ

トワークおよび支援スキルを強化する。 

各支援機関に属する人材が交流することにより、支援機関同士の連携を深める。 

 ③中部地域全体への効果目標 

   ワークショップなどを通じて成果を広く社会に還元することにより、企業経営にお

ける知的財産戦略の重要性の認知拡大および定着促進を図る。 
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 以下にそれぞれの効果目標に対して考察する。 

 

（１）企業への効果について 

①支援対象候補企業の募集と選定について 

支援先企業の選定数１０社に対し、応募は支援要請書受理ベースで１４社あった。これ

らの企業を第１回総括委員会に諮って選考を行ったが、その選考方法と結果に対して「一

律に判断するためには企業が応募時に作成した支援要請書のみで判断せざるを得ないとい

う現状がある一方、支援要請書のみの内容で当落を決定してよいのか」という指摘・意見

があった。 

 これを踏まえて企業選考用のヒアリングシートを作成し、ＷＧメンバー（チームリーダ

ー）と事務局が支援候補企業全社に対してヒアリングを実施した。そのヒアリングの結果

をもって第２回総括委員会に諮ったことで、支援要請内容や経営者の支援受入れに対する

熱意などが具体化し、選考のための手段として非常に有効であった。 

 また、ＷＧメンバー（チームリーダー）間で各社のヒアリング情報を共有したことで、

リーダーが担当する最終的な支援担当企業を決定し、チーム編成を行う上で効果的であっ

た。 

 

②訪問型企業支援について 

 今年度選定の１０社については、２－１（３）の項で示したように、知財レベル・規模・

業種ともに多様であった。多様な企業の状態に対応するため、各企業の支援チームが工夫

をし、当事業に登録した人材間での情報のやり取りや外部人材の積極的な活用を行った。

このように、適宜必要な専門を持つ人材を配置し、多様な企業の要望支援にあたったため、

モデル事業としてのケーススタディの蓄積に寄与できたと考える。 

 効果目標である「知財マインドとスキルの定着・向上の促進」の点では、３－４（２）

項にあるように、支援を受ける前～後の知財レベルとの関係において、定着効果が期待で

きる企業と、定着の前段階で長期的視野にたった支援やフォローが必要と推察される企業

に分かれる。しかし、当事業において支援チームが企業に入り、多様な視点から知財戦略

策定について企業経営者と議論を交わす機会が設けられたことは、「定着」に向けた意識改

革の一助として有効であったと考える。 

 事例集にもあるように、概ね支援後の経営者コメントでは各社とも支援に対して一定の

評価をいただいている。これらの企業経営者・現場それぞれが当事者として、ぜひ今後も

習得したことを継続的・積極的に取り組んでもらいたい。 

 

（２）支援人材・機関への効果について 

 ①チームリーダーと支援先企業の担当割り 

 チームリーダー候補（WG メンバー候補）は、過去２年間の人材育成事業における企業
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への派遣研修においてリーダーとして支援活動を行った人物を中心に事務局から推薦し、

総括委員会で承認を得た。 

 ２年間にわたる研修を通じてチームリーダー同士の関係も良好であり、ＷＧ会議での担

当企業の支援活動状況報告においても活発な議論が交わされるようになってきている。ま

た、専門家としての構成も弁理士、中小企業診断士、技術士と多様で、それぞれの視点で

支援策を検討できることも有効に機能しつつある。 

 

②支援チーム編成と支援活動について 

 ①と同様に２年間の人材育成修了生を中心に募集・応募いただき、２０数名の支援人材

候補リストが構築できている。 

 本事業は企業支援が目的であることから、企業の業種・業態および支援要望に適した人

材を配置し、一定の成果を出す必要がある。そのため、当事業に応募した支援人材すべて

の企業支援への参画は実施していない。また、支援チームメンバーすべてに同回数の企業

訪問を課すのではなく、企業の支援要請内容に応じて支援チーム内で人材の調整を行い、

適宜企業への訪問支援を行うこととした。 

 また、支援チームメンバー以外でも、支援内容に応じてスポットでの専門家活用（弁護

士等外部専門家）も行われており、まさにネットワークを活用した企業支援本位の活動が

できた。 

 支援チーム活動に対する支援人材に対するアンケートでは、活動しやすかったとする意

見がもっとも多かった。その一方、メンバーが多いと支援に対する温度差や役割分担が不

明確といった意見や、支援回数・期間が足りないといった意見も寄せられている。 

このチーム内の役割分担や人材の熱意については過去２年の人材育成事業でも常に課題

として取り上げられている。本事業においてチーム編成や人材の配置に柔軟性を持たせた

ことによって、この課題については改善されつつあるが、チーム編成の方法については引

き続き改良が必要と思われる。また、その他人材のサポート活動の仕組みについても検討

を続け、より良いものにしたい。 

 

（３）中部地域全体への効果目標 

ワークショップ等を通じた知的財産戦略の重要性の認知拡大と定着促進について、本事

業では、「知的財産マネジメントシンポジウム」として、名古屋会場、金沢会場の二ヵ所で

開催した。回収したアンケートの結果によると、「非常に有益であった」「有益であった」

といった回答が両会場で約８０％以上を占め、講演内容としては評価いただいている。 

ただし、集客について苦戦し、両会場合わせて８０名程度ということで施策普及の面で

不満を残す結果となった。 
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４－４ 今後に向けた提案 

 

 本事業が今後も展開されていくことを前提として、前節の考察を踏まえ次の３点を提

案する。 

 

 

提案１ 支援対象企業選定のための現地ヒアリング 

  当事業において初めて書類のみによる選考ではなく、選定ヒアリングを実施した。こ

れによって、企業の支援要請も明確になり、総括委員会での選考において緻密な審議が

できた。また、支援チーム編成や支援活動の初動にもメリットが多く、ぜひ取り入れて

いくべき活動である。 

 

提案２ 「定着モデル」活用による個別支援パターンの見える化 

  支援対象企業の知財レベル状況を加味した定着モデル（２－３．（３））の活用によっ

て支援戦略の手順を見える化し、総括委員・ＷＧ・支援人材が共通認識のもとに支援前

と支援後の評価に活用する。 

 

提案３  地域知財戦略策定支援人材データベースの構築による支援チーム編成のフ

レキシブル化 

  支援チーム編成のための人材募集ではなく、まず、地域支援人材データベース登録の

募集を行い、人材類型ごと（資格、専門、経験など）に整理する。また、支援経験が豊

富であり、支援チームのリーダーとして活動するレベルに達している人材（リーダー候

補者）のリストアップを行う。 

  同時に支援候補企業を募集し、それらの企業に対してリーダー候補者がヒアリングを

実施する。総括委員会において支援対象企業が決定した後、ＷＧにて企業ごとの支援戦

略を検討し、それに適した支援人材をデータベースから活用していく。なお、常時活用

か、スポット活用かの検討はチームリーダーが中心に検討し、そのチーム案はＷＧ会議

の場に諮りつつ編成していく。 

  人材をフレキシブルに活用していくためには、情報の集約と共有が不可欠である。本

事業においてはＷＧと中間・成果報告会を情報共有の場として使用した。今後はこれに

加え、各企業の支援状況（どの支援チームや企業がどのような人材を求めているか、ど

の人材が活動可能なのかなど）を一定の制限をつけて登録人材間に共有するなど、支援

チームと登録人材のニーズ把握を進めることも、人材の柔軟な活用の一助となると考え

る。 

 

以 上 
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◆ 添 付 資 料 ◆ 

 

 

１．人材募集要項 

２．企業募集要項 

３．事前研修「知的財産マネジメントスクール」テキスト 

４．アンケート集 

（１）中間報告会アンケート 

（２）成果報告会アンケート 

（３）ワークショップ「知的財産マネジメントシンポジウム」アンケート 

５．事例集（中部地域中小企業 知的財産マネジメント事例集） 
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添付資料： 

１．人材募集要項 

 

 



 



拝啓 中部地域の知財戦略支援人材の皆様

・・・

弁理士

技術士企業ＯＢ

支援人材、専門家の皆様

中小企業診断士

①当事業に係る人材登録

東海３県

（愛知県、岐阜県、三重県）

中小企業（７社程度）

北陸２県

（富山県、石川県）

中小企業（３社程度）

支援対象企業計１０社

支援

ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ （ＷＧ）

：ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ
：ﾁｰﾑﾒﾝﾊﾞｰ
（支援人材の皆様）

ﾁｰﾑ１ ﾁｰﾑ２ ﾁｰﾑ３ ﾁｰﾑ４ ﾁｰﾑ５

総括委員会

ﾁｰﾑ６ ﾁｰﾑ７ ﾁｰﾑ８ ﾁｰﾑ９ ﾁｰﾑ10

事務局

当事業登録

支援人材

（ﾁｰﾑﾒﾝﾊﾞｰ

以外）

依頼

協力

サポート

支援チーム１～１０

≪≪中小企業支援体制図中小企業支援体制図≫≫

中小企業への知財戦略策定支援のご依頼中小企業への知財戦略策定支援のご依頼

中部地域では各支援機関によって、セミナーから専門家派遣まで、さま中部地域では各支援機関によって、セミナーから専門家派遣まで、さま
ざまな支援施策が展開されています。ざまな支援施策が展開されています。
が、しかし、中部地域には、自社の知的財産を十分に活用できていないが、しかし、中部地域には、自社の知的財産を十分に活用できていない
中小企業がまだまだ存在しています。中部地域の中小企業がまだまだ存在しています。中部地域の““モノづくりモノづくり””の技術を守の技術を守
り、活かし、さらなる発展を遂げるために、知財支援のスキルを持つ専門り、活かし、さらなる発展を遂げるために、知財支援のスキルを持つ専門
家の皆様方のお力を是非ともお借りしたいと考えております。家の皆様方のお力を是非ともお借りしたいと考えております。
今年度の事業では、知財戦略策定のさらなる充実を図り、この中部地今年度の事業では、知財戦略策定のさらなる充実を図り、この中部地
域において、知財戦略策定支援の成功事例の創出を目指しております。域において、知財戦略策定支援の成功事例の創出を目指しております。

『『知財を活用すれば、成長のきっかけをつかむことができる知財を活用すれば、成長のきっかけをつかむことができる』』

その道標を、中部地域の中小企業の方々にお示しし、その道標を、中部地域の中小企業の方々にお示しし、 ““中部地域の知中部地域の知
財マインド・スキルの向上財マインド・スキルの向上””、ひいては、ひいては““世界に冠たるものづくり地域世界に冠たるものづくり地域””としてとして

のさらなる発展を目指したい。のさらなる発展を目指したい。
今年度は、右のように１０の支援チームをつくり、東海３県で７社、北陸２今年度は、右のように１０の支援チームをつくり、東海３県で７社、北陸２
県で３社の中小企業の知財戦略策定を支援いたします。知財支援人材県で３社の中小企業の知財戦略策定を支援いたします。知財支援人材
の皆様には、人材として登録していただいた後、この支援チームのメンの皆様には、人材として登録していただいた後、この支援チームのメン
バーとして当事業にご参画いただき、活動していただきます。お申込みにバーとして当事業にご参画いただき、活動していただきます。お申込みに
ついては、下記に必要事項をご記入いただき、事務局までＦＡＸまたはついては、下記に必要事項をご記入いただき、事務局までＦＡＸまたは
メールをお送りいただきましたら、正式な登録用紙をお送りいたします。ごメールをお送りいただきましたら、正式な登録用紙をお送りいたします。ご
不明な点などがございましたら、事務局までお問い合わせください。不明な点などがございましたら、事務局までお問い合わせください。

知財支援人材、各専門家の皆様方、知財支援人材、各専門家の皆様方、
当事業へのご参画を心よりお待ち申し上げております。当事業へのご参画を心よりお待ち申し上げております。

≪≪登録～支援～まとめ報告までの流れ登録～支援～まとめ報告までの流れ≫≫

②説明会への参加 ③支援チームリーダーとのマッチング（名刺交換会）

Ａ社担当 Ｂ社担当 Ｃ社担当 Ｊ社担当

支援人材、専門家の皆様

ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ

支援人材の皆様
専門分野、資格など
をアピール

④企業のニーズに対応した資格・専門分野
を持つ方を、支援チームリーダーが選出 ⑤事務局より、支援チーム

への配属をご連絡
⑥支援チームへのご参画承認、
正式依頼

中部経済産業局 「中小企業知財戦略策定モデル調査事業」 事務局 ㈱ベンチャーラボ 担当：小川、吉原

ＴＥＬ：０５２－４５２－５５７７０５２－４５２－５５７７ ＦＡＸ：０５２－４５２－５５９１０５２－４５２－５５９１ Ｅ－ｍａｉｌ：cc--chizai@venturelabo.co.jpchizai@venturelabo.co.jp
お申込み
お問合せ

ＦＡＸ
E-mail

ＴＥＬ
〒

ご住所

ご氏名役職
所属
機関

まずは下記までご連絡ください！！ 折り返し事務局より、要項要項および人材登録用紙人材登録用紙をお送りいたします。



 



 
添付資料： 

２．企業募集要項 

 



 



◆知的財産コンサルティングサービス申込用紙

知的財産知的財産知的財産知的財産にににに関関関関するするするするチェックチェックチェックチェック項目項目項目項目ですですですです。。。。御社御社御社御社のののの知的財産知的財産知的財産知的財産についてについてについてについて、、、、少少少少しししし振振振振りりりり返返返返ってみませんかってみませんかってみませんかってみませんか？？？？

（（（（記入不要記入不要記入不要記入不要））））

まずはまずはまずはまずはココまでまでまでまで！！！！

中部経済産業局中部経済産業局中部経済産業局中部経済産業局 「「「「中小企業知財戦略策定中小企業知財戦略策定中小企業知財戦略策定中小企業知財戦略策定モデルモデルモデルモデル調査事業調査事業調査事業調査事業」」」」 事務局事務局事務局事務局 ㈱㈱㈱㈱ベンチャーラボベンチャーラボベンチャーラボベンチャーラボ 担当担当担当担当：：：：小川小川小川小川、、、、吉原吉原吉原吉原

ＴＥＬ：ＴＥＬ：ＴＥＬ：ＴＥＬ：０５２０５２０５２０５２－－－－４５２４５２４５２４５２－－－－５５７７５５７７５５７７５５７７ ＦＡＸ：ＦＡＸ：ＦＡＸ：ＦＡＸ：０５２０５２０５２０５２－－－－４５２４５２４５２４５２－－－－５５９１５５９１５５９１５５９１ Ｅ－ｍａｉｌ：Ｅ－ｍａｉｌ：Ｅ－ｍａｉｌ：Ｅ－ｍａｉｌ：cccc----chizai@venturelabo.co.jpchizai@venturelabo.co.jpchizai@venturelabo.co.jpchizai@venturelabo.co.jp

おおおお申込申込申込申込みみみみ

おおおお問合問合問合問合せせせせ

無料無料

サポートサポート

Ｑ10．知的財産の活用に関する国や自治体の支援施策・窓口を知っていますか？

Ｑ９．知的財産の取り組みに関して気軽に相談できる先を持っていますか？

Ｑ８．今後の研究開発に対する明確な方針を持っていますか？

Ｑ７．特許権などに関して、社員の教育や知識習得は十分ですか？

Ｑ６．社内で発明を奨励する取り組みを行っていますか？

Ｑ５．知的財産権を実施するための取り組みを行っていますか？

Ｑ４．知的財産権を取得するための取り組みを行っていますか？

Ｑ３．先行技術調査をしていますか？

Ｑ２．知的財産を生み、守り、生かすための取り組みをしていますか？

Ｑ１．他社と差別化できる技術力・ブランドなどを持っていますか？

まずはこの申込み用紙にご記入いただき、事務局までFAXもしくはメールにてお送りください。

折り返し事務局より、要項要項および支援要請書支援要請書をお送りいたします。

E-mailアドレス電話番号

連絡担当者

氏名所属・役職

事業概要

ＦＡＸ番号電話番号

ＵＲＬ

〒 －

所在地

ふりがな

代表者名

ふりがな

企業名

お申込み FAX：052052--452452--55915591 E-mail：cc--chizai@venturelabo.co.jpchizai@venturelabo.co.jp

■中部経済産業局主催「知的財産コンサルティングサービス」に係る派遣要請書の送付を依頼します。

改善点は成長点！

貴社の

「伸びしろ」「伸びしろ」

再発見！！

今今こそ

10

知

財

経

営

フ

ル

ス

ロ

ッ

ト

ル

！

！

無料無料

サポートサポート

平成平成２２１年度中部経済産業局「中小企業知財戦略支援モデル調査事業」１年度中部経済産業局「中小企業知財戦略支援モデル調査事業」

支援期間支援期間支援期間支援期間：：：：２００９２００９２００９２００９年年年年支援期間支援期間支援期間支援期間：：：：２００９２００９２００９２００９年年年年８８８８月月月月８８８８月月月月～～～～～～～～１２１２１２１２月月月月１２１２１２１２月月月月

募集期間募集期間募集期間募集期間：：：：２００９２００９２００９２００９年年年年５５５５月月月月１１１１１１１１日日日日～～～～募集期間募集期間募集期間募集期間：：：：２００９２００９２００９２００９年年年年５５５５月月月月１１１１１１１１日日日日～～～～６６６６月月月月１９１９１９１９日日日日６６６６月月月月１９１９１９１９日日日日

技技技技
あ
り

あ
り

あ
り

あ
り

技技技技
あ
り

あ
り

あ
り

あ
り

中
小
企
業

中
小
企
業

中
小
企
業

中
小
企
業

中
小
企
業

中
小
企
業

中
小
企
業

中
小
企
業

募
集

募
集

募
集

募
集
！！！！

募
集

募
集

募
集

募
集
！！！！

特許、実用新案、意匠、商標、ブランド、営業秘密、ノウハウ･･･。いまや知的財産が企業経営に重要だということは、

多くの方が認識されていると思います。知的財産を持つだけでは、‘‘もうけもうけ’’にならないことも然り。

それでは、知的財産はどのように使えば『『活用活用』』しているといえるのでしょうか。どのようにすれば『『保護保護』』する事が

できるのでしょうか。活用し、保護すべき知的財産はどうやって『『創造創造』』あるいは発見し、管理していけばいいのでしょ

うか。そして、一番の疑問一番の疑問。

「「どうどうやったら、知財で儲けられるっていうんだ～～～！！！やったら、知財で儲けられるっていうんだ～～～！！！・・・・・・・・゜゚゚゚゚゚゚゚・・・・・・・・((((((((つつつつつつつつДДДДДДДД｀```````))))))))・゜・・゜・・゜・・゜・・゜・・゜・・゜・・゜・ 」」

ちょっとでも気になったなら、今が絶好のチャンス！今が絶好のチャンス！ 使えるいい“手”があるんです！！

弁理士、技術士、中小企業診断士などの弁理士、技術士、中小企業診断士などのスペシャリストが、スペシャリストが、

貴貴社社のの““知的財産のマネジメント知的財産のマネジメント””をご支援いたしますをご支援いたします！！！！！！！！

まずは事務局までメール事務局までメールもしくはもしくはＦＡＸＦＡＸをお送りください。折り返し、申込み用紙をお送りいたします。

●中部経済産業局産業技術課特許室

●中部知的財産戦略本部

申込み・お問い合わせはチラシの裏をご参照ください。




